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◇◆◇1学期を振り返って◇◆◇ 
 1 学期が終わりました。新しい仲間とともに、スタートした 1 学期。子どもたちは、友達がたくさんで

き、クラスにも慣れ、心にゆとりがでてきたところだと思います。道徳の時間においては、互いに思いを

語り合い、様々な考えと出会い、充実した時間を過ごすことができていたように思います。また、各教科

において、心を育てることを視点に持ちながら、日々の授業を実施してきました。今号では、1学期に道

徳の時間において行った授業の題材を紹介します。 

 また、川北中学校では 2学期も継続して、心を大切にした教育を進めていきたいと考えています。特に

「礼儀(あいさつも含む)」や「自主自立」に力を入れていきたいと考えています。ご支援ご協力のほ

ど、よろしくお願いいたします。 

 

各学年で実施した授業 

～１年生〜 

・見えない根  【相互理解】   ・福沢諭吉 心訓【理想の実現】  

・島耕作 ～ある朝の出来事～，おばあちゃんの指定席【公徳心】 

・二丁目の自動販売機【自主自立】 ・ネパールのビール【信頼感】   

・１０２ｋｍの青春 【強い意志】 ・吾一と京造  【友達のあり方】 

                                  など 

一年生の感想より 

 

～２年生〜 

・いつも心にホッ（鉄拳のパラパラ漫画）【自己の向上】 

・クールランニング【よりよく生きる喜び】 

・ゴール裏の青春【向上心】 

・よりよく生きる（オン・マイ・ウェイ）【生命の尊さ】 

・裏庭での出来事【自主自立】 

・新しい九谷焼【強い意志】 

・友達（ビートたけしの詩）【友情・信頼】 

                      など 

・ネパールのビールでは、簡単に人を疑うことが情けないと言うことをお話を聞いて一番に伝わってき

て、心に残りました。人の心を読むことはできないのに決めつけて疑ってしまった筆者の反省の気持ち

がかかれていて自分も人を疑っていないか深く考えました。人を信じることがどれだけ難しいことか、

分かるお話でした。これをきっかけに友達の気持ちをより考えるようになった気がします。 

・102km 走る時、みんないろいろな目標を持って走っていた。そのように、何か目標を持つことがと

ても大切なんだということが分かった。僕も何かしら目標を持って行動しようと思った。 

 

「新しい九谷焼」の授業 



二年生の感想より 

 

～３年生〜  

・いつも心にホッ（鉄拳のパラパラ漫画）【自己の向上】  

・ごあいさつのすすめ【心のふれあい】 

・魂をこめて【気高き心】 

・やさしいうそ【目標に向かう意思】 

・短所は長所【前向きな生き方】 

・アイツの進路選択【正しい異性関係】 

・失敗は自立の母【自立するということ】 

など 

 

三年生の感想より 

 

保護者の方へのお願い 
日頃より、本校の教育活動にご理解・ご協力をありがとうございます。川北中学校では、昨年一昨年と

「道徳」の研究指定を受け、道徳教育の充実を図ってきました。今年度も継続して、実践を進めておりま

す。このおたよりを通して学校での実践の様子が伝われば幸いです。なお、川北中学校の進める「道徳」

についてご質問やご意見、アドバイスなどありましたら、教えていただければと考えています。その際は、

下記の切り取り線以下を担任までご提出ください。 

 

                        切り取り線 

川北中学校の「道徳」について 

 

１ ２ ３ 年（丸で囲む）        氏名                (よろしければ) 

ご質問・ご意見等 

 

 

 

 

 

 

・いつも心にホッでは、鉄拳さんの心のこもった絵がとても感動的だった。 

・クールランニングでは、できないことないしあきらめないことが大切なんだと思った。 

・新しい九谷焼では、代々受け継がれたものを変えたのはすごいと思った。強い意志は大切だと思った。 

・友達（ビートたけし作）の詩に出てくる馬鹿やろうのところがとても心に残った。待つのでなく自分

からやることが大事だと思った。 

・ただいるだけででは、人を幸せにし、役に立ち、笑顔にすることができる優しい人になりたいと思った。 

・やさしいうそでは、自分の使命は何なのかを考えてみようと思った。壁にぶつかっても乗り越えられる

強さと勇気がほしいと思った。 

・短所は長所では、自分の短所が長所にもつながることを気づかせてもらって、自分に自信が持てそうだ

と思った。 

・失敗は自立の母では、精神的自立のためには「自分に負けない心」「自分の意志で責任ある行動をする」

ことが大切だと思った。 

「失敗は自立の母」の授業 


